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付記
本研究は日本体育学会第57回大会（2006）で「女
子野球部員の野球継続動機について　―ジェン
ダー観のゆらぎへの質的アプローチ」と題して、口
頭発表したものに加筆修正したものである。
個人の情報に関するデータは明らかにしなかっ
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た。本学の研究倫理規定制定以前のデータ収集で
あることを明記する。
査読者には本研究者の大きな誤りを指摘いただき
大変感謝している。尚、データの分析は「EXCEL
数量化理論Ver. 2.0」プログラム（株式会社エスミ）を
用いた。
